第3章　卒業（又は貸与終了後に退学）又は貸与が終了するとき
3－1　卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき
手続：返還猶予
1　提出が必要な書類

（1）借用証書（第11号様式）…記入例17
（2）返還猶予申請書（第13号様式）…記入例18
（3）社会福祉士国家試験合格証書の写（社会福祉士養成施設に在学する修学生の場合）
※非常勤職員として従事する場合にも返還猶予申請をすることができますが、1年間あたり180日以上従事する必要がありますので、従事する指定施設等で、勤務日数が証明できる書類（様式は任意）を発行してもらってください。
2　指定施設等とは

「用語の説明」の項（P.120）及び別表「指定施設等」（P.71）を見てください。

3　介護業務等とは

「用語の説明」の項（P.120）を見てください。
4　書類作成上の注意

（1）借用証書について

借用証書及び返還計画書は、修学生が東京都から貸与を受けた修学資金を確かに借用し、計画に従って返還することを誓約するための書類です。記入にあたっては次の点に留意してください。
ア　貸与決定番号欄…貸与承認決定通知書に記載されている番号を記入してください。数字と記号の計8桁です。
イ　借用金額欄…借り受けた修学資金の総額を記入してください。
ウ　収入印紙…印紙税法に規定する消費貸借に関する契約書として、借り受けた金額に応じて、次の区分により貼り、割印を押印してください。
	借　用　金　額
	収入印紙代

	10万円以下

10万円を超え、50万円以下

50万円を超え、100万円以下

100万円を超え、500万円以下
	
200円

400円
1,000円
2,000円


（平成21年4月現在）
エ　本人欄…楷書で正しく記入して下さい。また、住所を変更したが届出がなされていないときは、新しい住所を記入するとともに住所変更の届出の手続きをしてください。（「2－8住所を変更したとき」の項（P.26）を見てください。）
オ　親権者又は後見人欄…貸与申込書に記載した場合であっても、修学生が既に20歳に達しているときは記入の必要はありません。この借用証書作成のときに20歳未満の場合のみに記入が必要です。親権者又は後見人が直接署名のうえ押印してください。
カ　連帯保証人欄…既に承認されている保証人に署名押印をお願いしてください。変更する場合は事前に手続きが必要です。「2－10連帯保証人の変更が必要なとき」の項（P.29）を見てください。
（2）返還猶予申請書について

ア　返還猶予を希望する期間欄…一度に申請できる猶予期間は最長で3年間です。介護福祉士若しくは社会福祉士の資格を取得し、指定施設等で従事を開始した日から3年以内の期間を記入して下さい。月単位での記入になりますので、資格取得後、従事を開始した日の属する月から所定の期間（「用語の説明」の項（P.120）参照）を経過する日の属する月までになります。
ただし、返還免除となるまでに要する従事期間は原則5年間なので、猶予承認期間が経過する前に、再度返還猶予の申請を行う必要があります。
イ　該当事項欄…第1号に該当しますので、1を○印で囲んでください。
ウ　説明欄…①いつから②どこの施設で③どんな仕事に従事するのかについて記入してください。
エ　従事先名称欄…法人の名称ではなく、配属施設名を書いてください。
オ　従事先施設等種別欄…別表「指定施設等」（P.71）を見て、従事先施設等種別の番号を書いてください。 

カ　介護保険事業所番号欄…介護保険事業所番号を取得している場合、記入して下さい。
キ　従事先管理者証明欄…従事事実の証明をしていただきます。証明者は氏名だけでなく職名も併せて記入し、印鑑は「長」としての公印を押印するように依頼してください。
5　提出先及び提出期限

養成施設等の指示に従って、次のように提出してください。
（1）借用証書は、在学中（卒業前）に養成施設等へ提出してください。
（2）返還猶予申請書は、勤務開始後1か月以内に地域福祉推進課へ郵送してください。
6　返還猶予申請後の変更等

借用証書及び返還猶予申請書を提出した後でその内容と異なる状況が生じたとき、又は返還猶予申請書を勤務開始後1か月以内に提出できないとき等には、すみやかに地域福祉推進課へ連絡してください。
7　返還猶予の承認又は不承認の決定通知

　　提出された書類に基づいて内容を審査し､ 返還猶予の可否を決定して直接修学生に通知します。 

記入例17

第11号様式（第10条関係）
	介護福祉士等修学資金借用証書

収　入

印　紙

平成　23年　3月　10日　

東京都知事　殿







養成施設等名  新宿社会福祉学校






本　　　　人







　　　〒132-0021






　住　　　所　江戸川区中央1-4-1






　氏　　　名　杉山　美江
㊞







親権者又は後見人








　　　〒






　住　　　所







　氏　　　名


㊞







連帯保証人








　　  〒124-0012






　住　　　所　葛飾区立石5-13-1






　氏　　　名  佐藤　みどり
㊞

東京都介護福祉士等修学資金貸与条例の規定による修学資金として下記の金額を借用

しました。
記

貸与決定番号

第　　09　－　00123　　号

借用金額
￥
1
6
0
0
0
0
0
貸付期間
21年
　4月から

平成　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　年
0　箇月　　　　　　　　23年
　3月まで

貸付利子
無　利　子

（注）借用金額の先頭に￥マークを記入すること。


（日本工業規格Ａ列４番）
記入例18

第13号様式（第11条関係）

（表）

	介護福祉士等修学資金返還猶予申請書

平成　23年　4月　11日   　

東京都知事　殿





                貸与決定番号　第　09 － 00123　号







本　　　　人







　　  〒132-0021






　住　　　所  江戸川区中央1-4






　氏　　　名　杉山　美江
㊞

電　　　話  03 (3652) 1262
下記のとおり、介護福祉士等修学資金の返還期限の猶予を受けたいので、別紙書類を添えて申請します。
記

返還猶予を希望する期間

平成　23年　4月から　26年　3月まで

返還猶予を希望する金額（注1）

￥
1
6
0
0
0
0
0　円
理　　　　　由

該　当　事　項

（該当する事項に○をすること。）

１　指定施設等で介護業務等に従事しているため等（条例第11条第１号該当）
２　引き続き養成施設等に在学しているため（条例第11条第2号該当）
３　卒業後、知事の定める学校に在学しているため（条例第11条第3号該当）
４　災害等やむを得ない理由により、返還債務の履行ができないため（条例第11条第4号該当）
説　　　　　明
平成23年4月1日から指定施設の特別養護老人ホーム幸楽園に介護職員として就職
従　事　先

名　　　称

　特別養護老人ホーム　　幸楽園
施設等種別（注２）
F-3
介護保険事業所番号
1370123654
所在地
（〒121-0813
）足立区竹の塚2-25-17



電話　03（　3542　）1936　　　　

上記職員の業務内容
入所者の介護
雇用形態
常勤・非常勤
従　事　開　始　日

平成　23年　4月　1日

従　事　先　管　理　者

証　　　　明　　　　書

上記のとおりであることを証明します。
平成　23年　4月　11日


従事先管理者名   
特別養護老人ホーム　幸楽園園長　新宿　太郎　㊞　

（注）１　返還猶予を希望する金額の先頭に￥マークを記入してください。
　　　２　施設等種別欄には、修学生のしおりにある『別表「指定施設等」』を参照の上、記入してください。
　　　３　該当事項及び添付書類については、裏面を参照してください。


（日本工業規格Ａ列４番） 

3－2　卒業後も就職活動中または社会福祉士国家試験待機中で就職先が未定のとき　
手続：返還猶予
1　提出が必要な書類

（1）借用証書（第11号様式）

（2）返還猶予申請書（第13号様式）…記入例19
（3）社会福祉士国家試験の受験票の写　〈国家試験待機中の場合〉
2　書類作成上の注意

（1）借用証書の記入方法については、「3－1卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき」の項（P.32）を見てください。

（2）返還猶予申請書について
　　ア　就職活動中の場合
猶予期間は卒業の日の属する月の翌月から1年間、該当事項は第4号の「災害等やむを得ない事由により修学資金の返還の債務の履行ができないため」です。説明欄には、1年以内に指定施設等に就職する意思のある旨を記入して下さい。
　　イ　社会福祉士の国家試験待機中の場合

　　　　猶予期間は卒業年度の国家試験合格発表日の属する月まで、該当事項は第4号の「災害等やむを得ない事由により修学資金の返還の債務を履行ができないため」です。

（3）就職が内定したとき

　　　あらためて返還猶予の手続きが必要になりますので、勤務開始後1か月以内に、返還猶予申請書（第13号様式）を地域福祉推進課に提出して下さい。記入方法は「3－1卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき」の項（P.32）を見てください。

3　提出先及び提出期限

　　卒業までに養成施設等へ提出して下さい。

4　返還猶予申請後の変更等

借用証書及び返還猶予申請書を提出した後で、その内容と異なる状況が生じたとき、又は就職先内定後1か月以内に返還猶予申請書が提出できないとき等は、すみやかに地域福祉推進課へ連絡してください。

5　返還猶予の承認又は不承認の決定通知

　　提出された書類に基づいて内容を審査し､ 返還猶予の可否を決定して直接修学生に通知します。 

記入例19

第13号様式（第11条関係）

（表）

	介護福祉士等修学資金返還猶予申請書

平成　22年　10月　2日　

東京都知事　殿







貸与決定番号　第　09 － 10075　号







本　　　　人







　　  〒100-0101







　住　　　所  大島町元町1-1-32







　氏　　　名  田原　康次
㊞

電      話  0492 (22) 1753

下記のとおり、介護福祉士等修学資金の返還期限の猶予を受けたいので、別紙書類を添えて申請します。

記

返還猶予を希望する期間

平成　22年　11月から　　23年　3月まで

返還猶予を希望する金額（注1）

￥
9
5
0
0
0

0円　

理　　　　　由

該　当　事　項

（該当する事項に○をすること。）

１　指定施設等で介護業務等に従事しているため等（条例第11条第１号該当）
２　引き続き養成施設等に在学しているため（条例第11条第2号該当）
３　卒業後、知事の定める学校に在学しているため（条例第11条第3号該当）
４　災害等やむを得ない理由により、返還債務の履行ができないため（条例第11条第4号該当）
説　　　　　明
平成22年10月養成施設を卒業。第○回社会福祉士国家試験に受験申込みし、待機中。
従　事　先

名　　　称

施設等種別（注２）
介護保険事業所番号
所在地
（〒

）



電話　　　　（　　　　）　　　　

上記職員の業務内容
雇用形態
常勤・非常勤
従　事　開　始　日

年　　月　　日

従　事　先　管　理　者

証　　　　明　　　　書

上記のとおりであることを証明します。

年　　月　　日


従事先管理者名

㊞　

（注）１　返還猶予を希望する金額の先頭に￥マークを記入してください。

　　　２　施設等種別欄には、修学生のしおりにある『別表「指定施設等」』を参照の上、記入してください。

　　　３　該当事項及び添付書類については、裏面を参照してください。


（日本工業規格Ａ列４番）

3－3　卒業後､ 指定施設等で介護業務等に従事しないとき
手続：返還
1　提出が必要な書類

（1）借用証書（第11号様式）…記入例17
（2）返還計画書（第12号様式）…記入例20
2　書類作成上の注意

（1）借用証書は、「3－1卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき」の項（P.32）を見てください。
（2）返還計画書について

ア　返還期間欄…最後の貸与月（又は卒業の日の属する月）の翌月（地域福祉推進課への書類提出がその月の10日を過ぎる場合は翌々月）から、 貸与月数の2倍に相当する期間（標準返還期間）内に設定してください。ただし、入学準備金・就職準備金の両方を借り受けた場合は16か月、入学準備金又は就職準備金のいずれか一方を借り受けた場合は8か月、それぞれ標準返還期間から延長することができます。なお、返還方法が一括払いの場合の返還は、原則として最後の貸与月（又は卒業の日の属する月）の翌月中です。
　返還方法も含めて、これからの自身の生活状況等を十分に考え、履行可能な返還計画を立ててください。
イ　返還方法欄…希望する方法に○印をつけてください。一括払いとは、即時全額を返還することです。
ウ　１回の返還額欄…返還金額を返還回数で除して得た金額を記入してください。なお、その金額は10円単位とし、除して余りが生じるときは、1回の金額にその額を加えたものを初回の返還金額とします。（2回目以降は均等額となります。）この場合、初回の金額と2回目以後の金額の2段書きにしてください。
エ　連帯保証人欄…借用証書に記入した同じ連帯保証人について、ここでは修学生自身で記入してください。
オ　備考欄…返還することになった理由を記入してください。
3　提出先及び提出期限

養成施設等の指示に従って、卒業するまでに養成施設等へ提出してください。
4　借り受けた修学資金の返還

（1）提出された借用証書及び返還計画書の内容を審査し、問題がなければ納入通知書を送付しますので、納入通知書により返還を開始してください。（計画書の提出時から返還開始までの期間が短い場合は、返還開始を1～2か月遅らせることがあります。）
（2）納入期限は、返還方法に応じ、原則として次のとおりとなります。 実際には送付する納入通知書に記載してあります。
	返還方法
	納入期限
	例：最後の貸与月が3月のとき

	月　　賦
	　毎月の末日
	　4月から毎月の末日

	半年賦
	　6か月目ごとの月の末日
	　9月30日及び翌年3月31日

	年　　賦
	　12か月目ごとの月の末日
	　翌年の3月31日

	一括払い
	　最後の貸与月の翌月の末日
	　翌月の4月30日


（3）納入通知書は、納入期限ごとに作成して送付します。返還が複数年度にわたって継続される場合は、毎年度当初（4月上旬）にその年度の返還金についての納入通知書をまとめて送付します。
なお、各年度の初回の返還分については、納入通知書の送付から納入期限までにあまり日数がない場合もありますので、あらかじめ返還準備をしておいてください。
5　納入遅延のときの延滞利子の徴収

返還金を正当な理由がなく期限までに納めなかったときは、延滞利子を支払わなくてはなりませんので十分注意してください。
延滞利子の額は、年14.6％の割合で、滞納している金額や日数に応じて算出します。
〔東京都介護福祉士等修学資金貸与条例第13条〕
6　返還方法等の変更

返還中にやむを得ない理由により、返還方法等を変更する必要が生じたときや、返還猶予又は返還免除の要件に該当したときは、地域福祉推進課の担当に相談してください。
7　その他

返還計画書の提出により一旦返還することを決定した後は、条例第11条第１項第4号（災害等やむを得ない理由による返還猶予）、第12条第１項第2号（介護業務上の理由による死亡又は心身の故障による返還免除）又は同条第2項第1号（死亡又は心身の故障による返還免除）、第2号（災害等やむを得ない理由による返還免除）の各該当以外の理由による返還猶予及び返還免除はできませんので注意してください。
記入例20

第12号様式（第10条関係）
	介護福祉士等修学資金返還計画書
貸与決定

番　　号

第 09 － 00365 号

養成施設等名

新宿社会福祉学校

氏　　名
　　川口　美和子

生年月日

昭和48年7月 19日

住　　所

（〒195-0062）

             町田市大倉町2－16－8
電話
0427（
24 ）5824



卒業・
退学月日

平成23年3月
貸与終了事項

（該当する事由に○

をすること。）

１　辞退　２　退学　３　卒業

４　所定期間未満での退職

５　その他（

）

借用金額

￥

1
6
0
0
0
0
0
円
返還期間

平成　23年　4月から
　　　年

月まで　
返還方法

（いずれかに○をすること。）


年賦・半年賦・月賦・一括

１回の返還額

1,600,000   円

連帯保証人

氏　名

  　神田　龍一

住　所

（〒136-0072）

         江東区大島9－7－9
電話
03 （3637） 1213



備　　　考

埼玉県の特別養護老人ホーム埼玉園に就職するため

（注）借用金額の先頭に￥マークを記入すること。


（日本工業規格Ａ列４番）
3－4　卒業後、引き続き知事が定める学校に進学するとき
手続：返還猶予
1　提出が必要な書類

（1）借用証書 （第11号様式）…記入例17
（2）返還猶予申請書（第13号様式）…記入例21 

（3）養成施設等在学届（第15号様式）…記入例22
（4）在学証明書（進学した学校に発行してもらってください。）

2　知事が定める学校とは
法に基づいて、 介護福祉士又は社会福祉士として必要な知識及び技能を習得させることを目的として厚生労働大臣の指定を受けた学校等で、①介護福祉士を養成する施設等の卒業者については、社会福祉士を養成するもの、②社会福祉士を養成する施設等の卒業者については、介護福祉士を養成するもの、を指します。それ以外は認められません。
3　書類作成上の注意

（1）借用証書については、「3－1卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき」の項（P.32）を見てください。
（2）返還猶予申請書について

ア　返還猶予を希望する期間欄…入学から卒業までの正規の修学期間を記入してください。
イ　該当事項欄…第3号に該当しますので、3を○印で囲んでください。
ウ　説明欄…進学する学校の学校名、課程・コース名、修学期間及び卒業によって得られる資格等について記入してください。
（3）入学日が卒業の日の属する月の翌々月以後のとき、又は合否が卒業までに分かっていないときは地域福祉推進課に相談してください。
4　提出先及び提出期限

養成施設等の指示に従って、次のように提出してください。
（1）借用証書及び返還猶予申請書は卒業までに養成施設等へ提出してください。
（2）養成施設等在学届及び在学証明書は、入学後すみやかに地域福祉推進課へ郵送してください。
5　承認又は不承認の決定通知

提出された書類に基づいて内容を審査し、返還猶予の可否を決定して直接本人に通知します。
記入例21

第13号様式（第11条関係）

（表）

	介護福祉士等修学資金返還猶予申請書

平成　23年　3月　17日　

東京都知事　殿







貸与決定番号　第　09 － 10076　号







本　　　　人







　　  〒143-0015







　住　　　所  大田区大森西2-17-4







　氏　　　名  清水　常次
㊞

電      話  03 (5471) 2928

下記のとおり、介護福祉士等修学資金の返還期限の猶予を受けたいので、別紙書類を添えて申請します。

記

返還猶予を希望する期間

平成　23年　4月から　　25年　3月まで

返還猶予を希望する金額（注1）

￥
1
6
0
0
0
0
0　円
理　　　　　由

該　当　事　項

（該当する事項に○をすること。）

１　指定施設等で介護業務等に従事しているため等（条例第11条第１号該当）
２　引き続き養成施設等に在学しているため（条例第11条第2号該当）
３　卒業後、知事の定める学校に在学しているため（条例第11条第3号該当）
４　災害等やむを得ない理由により、返還債務の履行ができないため（条例第11条第4号該当）
説　　　　　明
介護福祉士養成施設｢東京都福祉教育専門学校｣　介護福祉科入学
　　　　　　　　　　　　　修学期間平成23年4月から25年3月まで
従　事　先

名　　　称

施設等種別（注２）
介護保険事業所番号
所在地
（〒

）



電話　　　　（　　　　）　　　　

上記職員の業務内容
雇用形態
常勤・非常勤
従　事　開　始　日

年　　月　　日

従　事　先　管　理　者

証　　　　明　　　　書

上記のとおりであることを証明します。

年　　月　　日


従事先管理者名

㊞　

（注）１　返還猶予を希望する金額の先頭に￥マークを記入してください。

　　　２　施設等種別欄には、修学生のしおりにある『別表「指定施設等」』を参照の上、記入してください。

　　　３　該当事項及び添付書類については、裏面を参照してください。


（日本工業規格Ａ列４番）
記入例22

第15号様式（第11条関係）

	養　成　施　設　等　在　学　届

平成　23年　4月　10日　

東京都知事　殿







本人








　　〒134-0015







　住　　所  大田区大森西2-17-4







　氏　　名　清水　常次　
　㊞






　電　　話　　03 （5471） 2928　　　　

下記のとおり在学しているので、届け出ます。

記

在学している

養成施設等

又は学校

施設等名

（学校）

　　東京都福祉教育専門学校　　介護福祉科

取得資格等

　　介護福祉士

所　在　地

（〒150-0041）

              渋谷区神南2－3－10
電話　03 （3770） 5943　　　　

修学期間

平成　23年　4月から　　　25年　3月まで

（注）養成施設等又は学校の在学証明書を添付してください。


（日本工業規格Ａ列４番）
3－5　留年又は卒業延期によって在学期間が正規の修業期間を超えるとき
手続：返還猶予
1　提出が必要な書類

（1）借用証書（第11号様式）…記入例17
（2）返還猶予申請書（第13号様式）

（3）養成施設等在学届（第15号様式）

（4）在学証明書（新学年開始後に、養成施設等に発行してもらってください。）

2　書類作成上の注意

（1）借用証書については「3－1卒業の日から1年以内に、指定施設等で介護業務等に従事するとき」の項（P.32）を見てください。

（2）返還猶予申請書について

ア　返還猶予を希望する期間欄…最後の貸与月の翌月から卒業予定の月までを記入してください。なお、 正規の修学期間中に既に借受けを辞退し、返還猶予中のときは、最後の貸与月にかかわらず、その承認されている猶予期間以後からとなります。説明欄にはそのこともあわせて記入してください。

イ　該当事項欄…第4号に該当しますので、4を○で囲んでください。

ウ　説明欄…留年又は卒業延期になったことを記入してください。

3　提出先及び提出期限

新学年になってからすみやかに養成施設等へ提出して下さい。
4　承認又は不承認の決定通知

提出された書類に基づいて内容を審査し、返還猶予の可否を決定して直接本人に通知します。
3－6　貸与終了後も在学していた養成施設等を卒業又は退学するとき　　
手続：返還or返還猶予
1　提出が必要な書類

（1）卒業届又は退学届（第6号様式の2を使用）

（2）卒業証明書又は退学証明書（養成施設等に発行してもらってください。）

（3）返還計画書（第12号様式）　〈返還の場合〉

（4）返還猶予申請書及び関係添付書類　〈返還猶予申請の場合〉

2　返還猶予申請の場合とは

次のようなときに申請することができます。

（1）卒業後、引き続き指定施設等で介護業務等に従事するとき

（2）卒業後、引き続き知事が定める学校（P41の2参照）に進学するとき

3　書類作成上の注意
（1）返還の場合
返還計画書の記入にあたっては、｢3－3卒業後、指定施設等で介護業務等に従事しないとき」の項（P38）を見てください。返還は原則として卒業又は退学の日の属する月の翌月からになります。
（2）返還猶予申請の場合
関係添付書類として「3－4卒業後、引き続き知事が定める学校に進学するとき」の項（P.41）における養成施設等在学届（第15号様式）と在学証明書が必要です。

4　提出先及び提出期限

返還の場合は、退学又は卒業前に養成施設等へ、返還猶予申請の場合は、勤務開始後又は入学後すみやかに地域福祉推進課へ提出してください。
5　返還方法

「3－3卒業後、指定施設等で介護業務等に従事しないとき」の項（P.38）を見てください。

6　返還猶予申請に対する承認又は不承認の決定通知

提出された申請書類の内容を審査し、可否を決定して直接本人に通知します。

3－7　届出等の書類の提出を怠ったとき
1　東京都の対応

修学資金の貸与が終了又は退学等で打ち切られたにもかかわらず、借用証書（第11号様式）及び返還計画書（第12号様式）又は返還猶予申請書（第13号様式）を提出しない場合は、提出期限を定め、書類を提出するよう通知します。
2　連帯保証人への通知

上記の提出期限を過ぎても書類を提出しない場合は、連帯保証人に対して通知します。

3　返還通知書等の送付
上記1の通知を受領したにも関わらず手続を怠ったときは、介護福祉士等修学資金返還通知書（要綱別記第3号様式）及び納入通知書を送付し、全額を返還していただきます。
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